＜行間の調整前＞

· 開催概要
日時：　2017年6月25日（日）　14:00～18:00（18:30より自由参加の交流会）
会場：　セミナーハウス　世田谷区代田9-99　小田急線梅ヶ丘駅下車　徒歩3分
定員：　80名　※参加無料、事前のお申し込みが必要です




＜行間の調整後＞行グリッド線に合わせる制限を解除にして、行間を1.15倍に設定

· 開催概要
日時：　2017年6月25日（日）　14:00～18:00（18:30より自由参加の交流会）
会場：　セミナーハウス　世田谷区代田9-99　小田急線梅ヶ丘駅下車　徒歩3分
定員：　80名　※参加無料、事前のお申し込みが必要です



＜行間の調整前＞

環境を守り、限られた資源を有効利用するには、循環型社会の形成が必須です。そのための取り組みは、現在さまざまな場所で展開されています。活動の指針となるのは、資源有効利用促進法に基づく「3R」。これは「Reduce (リデュース)＝廃棄物の発生抑制」、「Reuse (リユース)＝再使用」、「Recycle (リサイクル)＝再資源化」の3つを積極的に進める取り組みです。


＜行間の調整中＞行グリッド線に合わせる制限を解除する

環境を守り、限られた資源を有効利用するには、循環型社会の形成が必須です。そのための取り組みは、現在さまざまな場所で展開されています。活動の指針となるのは、資源有効利用促進法に基づく「3R」。これは「Reduce (リデュース)＝廃棄物の発生抑制」、「Reuse (リユース)＝再使用」、「Recycle (リサイクル)＝再資源化」の3つを積極的に進める取り組みです。


[bookmark: _GoBack]＜行間の調整後＞行間を20ポイントに固定

環境を守り、限られた資源を有効利用するには、循環型社会の形成が必須です。そのための取り組みは、現在さまざまな場所で展開されています。活動の指針となるのは、資源有効利用促進法に基づく「3R」。これは「Reduce (リデュース)＝廃棄物の発生抑制」、「Reuse (リユース)＝再使用」、「Recycle (リサイクル)＝再資源化」の3つを積極的に進める取り組みです。

